青山荘　　フェイスシート

　　平成19年　1月　15日　担当：長谷部　

	入　所　者
	氏　名　　番沢　政勝　　　　様　　　　　男・女　　　　昭和　44年　5月　16日生（37歳）

	
	住　所　〒031-0021　八戸市長者4丁目1-18　　電話　0178-46-5691



	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	な　し

	
	発症時期
	平成7年頃（26歳頃）
	罹 患 期 間
	約11年

	
	入院回数
	　3回
	延べ入院年数
	　約1年10ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	火曜日（週　1回）

	医療区分
	国保（家族扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	愛護B(IQ58)

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級　　　　（月額約6.5万円）

	
	その他
	（　　万円）

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	　デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	H16年　4月　12日
	身長
	163cm
	体重
	65kg

	最終学歴
	定時制高校　中退
	免許・資格
	なし

	職　歴
	清掃会社・送迎運転手・組み立て部品加工・新聞配達等

（定時制高校時前後　時期の詳細は不明。いずれも2～6ヶ月の短期間）
	

	保　護　者
	氏　　名　　　番沢　トメ　　様　　　　　　　続柄　　母　　

	入所目的

母親に依存せずに関係を保ち、単身でも生活できる技術を身につける。

	入院・治療歴

	①平成7年6月1日　　～　平成8年1月30日　　　　　入院　　青南病院

②平成8年6月14日 　～　平成9年5月29日　　　 　 入院　　青南病院

③平成13年6月26日　～　平成13年9月28日　　　　 入院　　青南病院

④平成15年2月20日　～　平成16年4月11日　　　　 入院　　青南病院

	生活歴

八戸市にて同胞2名の第2子として出生。2～3歳時、1日3回ひきつけ発作をおこしたことがある。小学校時も何度も発作を起こし、八戸市民病院精神科外来受診し（半年間）、以後発作は治まっている。地元の中学校卒業後、南郷高校へ入学するが1ヶ月で中退。2年ほどアルバイトをし、定時制高校に通い始める。その間も清掃会社・送迎運転手・組み立て部品工などをしたとの事。3年生2学期時に突然中退し、アルバイトも辞めてしまう。仕事への取組みは良いが、神経が続かずに3ヶ月ほどで寝込んでしまう事が多く、どの職も長続きしなかった。定時制高校を中退後は、家に篭り昼夜逆転の生活を送っていた。そのうち、意味不明な言葉や非常に細かい字を偏執的に書きつづける等の行為が見られ、家族が神社などへ連れていったが、全く効果が見られず保健所の勧めでむらかみ脳神経クリニックを受診（H7年1月）、当院を紹介されH7年6月1日受診、同日入院となる。（～H8年1月30日）。

　退院後の通院加療は定期的に行われていたが、H8年4月より八戸卸センターに就職後は服薬中断となる。同年6月より、独語・空笑・奇行・易怒性が見られH8年6月14日当院再入院となる（～H9年5月29日）。退院後は、うみねこ幸房通所と訪問看護を受けていたが、同年7月頃から熟眠感の無さを訴え、H10年3月頃より｢口が臭い｣・ご飯などに職員の顔が浮かび｢食べるな｣という幻聴や、中高生が自分の噂をしているような気がする等の妄想的発言も聞かれ、拒食傾向となり体重減少が目立った。H10年秋に本人の希望から作業所を退所したが、以後市内を放浪することがあり、病院職員の勧めによりH10年10月から当院デイケアに通所開始となる。同年12月に父親が死去後も病状は比較的安定して経過。しかし、母親との2人暮しになったことでのストレスやデイケア内での人間関係のストレスからH11年11月にデイケアは休籍となる。些細なことで母親と口論となり器物破損行為が出現、H13年6月26日、受診し入院となる（～H13年9月28日）。退院後は、自宅よりデイケアへ通所していたが、周囲とのコミュニケーションが上手く取れず劣等感が強く現れ、金銭管理の不安感から嘔吐や不眠となることがある。H14年12月頃より、「何かに操られている。機械のようなものが来ている。」等と話し、中途覚醒・熟眠感の無さを訴え、多弁・疲労感が伺えていた。H15年1月、食事コントロールが出来ず、1ヶ月で体重が6ｋｇ増加。増薬し、様子を見ていたが同年2月には「デイケアには物盗りがいる。」「人に会いたくない」と話し、幻聴・させられ体験が継続してあり、H15年2月20日入院となる。（～H16年4月）
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

母親との関係は共依存的であり、本人は母親の影響を受けやすい。母親は本人に過干渉になったり、突き放したり、依存的になったりとその時の感情で本人と接し、本人も戸惑う事があるため、職員が間に入ってやり取りを行う事が必要な場合がある。

経済状況について、父の遺族年金と本人の障害年金が主である。母は単身生活で近所とも上手く付き合えておらず、自分自身の体調不良や本人の心配等で、ストレスを抱えている様子もあり、来荘時にゆっくり話を聞く場を設け、本人へ強く当たらないよう配慮している。姉氏は退所のことも含め、協力する姿勢を見せている。


平成　19年　 月　   日　（月）

	氏　名
	  番沢　　政勝      様
	男・女
	生年月日
	　昭和　44　年　5月　16　日（37歳）


	長期目標（中期・短期）

	・青山荘退所後の生活を想定しながら、単身生活に必要な技術と対人関係を身につける。

・「生活のしずらさ」の原因となっている、母親との関係性また、過去の体験から生じている独自の考えを修正することにより、自分らしい生活スタイルを取り戻す。


	これまでの経過（前回評価日　H　19　年　1　月　15　日）

	1 金銭管理

・退所後の生活に向けた金銭管理練習の為、通帳を本人管理としている。通帳には約100万円の残高があることから、生活費については年金受給の範囲内で遣り繰りすれば、急な出費には対応できることを理解する。金銭面での安心感が、金銭管理や活動領域の幅を広げる動機付けとなったこともあり、退所後の生活も具体的に考えられるようになる。しかし、依然として小遣い帳には細かい文字でびっしりと収支をつけており、それが原因で疲れる、徹底した金銭管理をしているため、必要な物を買えないことがあるとのこと。

→収支管理のノートを書きやすい大きいノートに替えてみるよう促すも「もったいない」と聞き入れない。その反面、自分で興味や関心のあるものには、必要度合いも考慮せず購入するようなところも見られる。（購入品については自ら何を買ったのか教えることはなく、自己満足をしている、他者には教えない）

・「金銭管理を徹底しているのは自分がインフルエンザやヘルニアで病院受診に必要な病院代・タクシー代を

持っておかないと大変だから・・・と常に節約し、生活のしずらさに拍車をかけている。

→固執した考え、行動については、その場で面談をする、個別ＳＳＴを繰り返し、本人の認知尺度の改善を図ることで現実生活検討能力を向上させた。

2 対人関係について、（母親、他入所者、との関係について）

母親との面談では、本人への想いをその都度、傾聴し受容をしている。母には本人の能力を信じて欲しい事、施設側でも生活に必要となる技術的な部分は援助・支援を行えることを説明し、少し様子観察して欲しいことを説明している。

→以前のような強引な介入や指示的な介入はない。ある程度本人に任せている様子。逆に本人の方が、母親との適切な関係を保てないようで、自宅への外出を拒否する、自分の都合の良い時だけ依頼することがあり、親子関係について、良好な関係の保ち方、適切な距離について説明しながら実行できるよう援助している。

姉様は本人、母親の関係性において仲介役となり、また、青山荘の支援内容に協力的である。本人も姉様の話は聞き入れている。

3 退所に向けた計画作成

1/6退所先について三者面談（本人・母親・職員）

本人はアパート暮らしを希望している。理由としては青山荘入所時から職員と面談を繰り返す中で、母親との共依存が問題として挙げられており、そのことで退所後は単身ＡＰの方が自立した生活を営める、自分らしい生活ができると本人なりに考えている。本人が考えている自分らしい生活とは、日中デイケアに通い、帰りによこまちストアから惣菜を買ってきて食べる、きちんと金銭管理をして後はラジオを聞く、好きなことをしたい。と短絡的な考えであり、問題点を指摘すると「そのときは家に帰ってご飯を食べるから、ＡＰ暮らしをしてから考える」と結局、母親を頼りにしている。

母親は、本人の考えを尊重させたいとのこと、職員から単身ＡＰ暮らしの経費を説明すると、（本人受給年金で少しの援助が必要）金銭援助と食事作りの援助を自分がするからと云う。職員から、それでは本人の自立にならないことを説明すると、以前から本人の自立について説明していたことを思い出したのか、自分の関わり方について本人の自立の妨げになることもあると思い直してグループホームの入居を勧めている。

住居についてはグループホームを検討、デイケア通所を希望しているため、朝食・夕食作りの訓練と、金銭管理、必要品の購入　等に関して取り組んでいる。


プラン計画者　氏名：長谷部　拓生

	問題点
	介入方法
	支援期間

	1 退所へ向けて

・自炊訓練

・本人なりのこだわりが強い

自分なりの思いこみが強く、他者の意見を受け入れることができない。

（前回継続）


	退所後はグループホームへの入居を想定し、日中と夜間の生活スタイルについて計画。朝食は自炊となることから、青山荘の朝食を止めて、自炊するが、毎朝同じメニュー（レトルトハンバーグ・パン・牛乳・食パン）となる。それを夜に準備して、朝はただ詰め込むだけの食事となっている。

買い物援助を行い、簡単でバランスの良い食事について援助している。

単身生活へ向けて自分なりの考えがあるようで、指導や援助を受け入れないことがあり、繰り返しの面談で本人の考えを引き出し、方向修正や助言している。リフレーミングしながら、本人の良い面を引き出す。

退所後はグループホーム入居の予定であるが、本人のなかではアパート暮らしを希望している。グループホームの入居期間、今後の自立（生活スキルの獲得）によりアパート暮らしに移行できることも説明している。

グループホームを見学しながら、入居までのモチベーションを維持する。
	1 ヶ月



	母との関係性について
	・母親に自分の考えを話せるよう、その場でSSTを行う。

家族援助は今後も継続していく必要があるため、埼玉在住の姉様へも定期的に連絡し、本人と母親との仲介役として期待する。


	











H10 死去(脳卒中)
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姉（埼玉在住）








